
curator's  recommendation

天
草
市
に
は
、
考
古
学
や
古
生
物
学
な
ど
の
専
門
的
知
識
を
持
つ
学
芸
員
が
い
ま
す
。

そ
の
学
芸
員
が
、
天
草
の
歴
史
や
自
然
な
ど
に
関
す
る
〝
イ
チ
オ
シ
〞
を
紹
介
し
ま
す
。

学
芸
員
の

イ
チ
オ
シ

いただきます！天
草の

旬

大根

秋・ 冬に旬を迎える大根は、 消化を促

進する 複数の消化酵素が含ま れていま

す。その一つである「 ジアスターゼ」には、

胃腸の働きを活発にして、 胃もたれや二

日酔いを防ぐ効果があり ます。

ヒ ゲ根が少なく 、 ハリ と ツヤがあり 、

ずっし り と 重いも のがおすすめです。

①大根を輪切り にし て柔ら かく ゆでる。

②フ ラ イ パンにサラ ダ油を熱し 、 ひき 肉を炒める。

③大根を加えて軽く 炒め、 水と 減塩白だし を加え強火で煮る。

④味が染みたら 、 水溶き 片栗粉でと ろ みをつける。

⑤最後にごま油をたら す。

作り 方

・ 大根 ………………… 600ｇ

・ 鶏ひき 肉 …………… 200ｇ

・ 水 …………………… 800㏄

・ 減塩白だし（ 粉末） ……16ｇ

（ ４ 人分）材料

メニュー

食材

大根とひき肉の煮物

・ サラ ダ油 ……大さ じ ２

・ 片栗粉 ………大さ じ ２

　（ 水 ……… 大さ じ ４ ）

・ ごま油 ……………適量

Vol.
009                                 宮野河内地区の貨幣石（ 河浦町）

か へい せき

鵜
飼 

宏
明

恐
竜
の
島
博
物
館
推
進
室

◀ 宮野河内コ ミ ュ ニティ セ

ンタ ーに展示さ れている

貨幣石が入っ た岩石（ 囲

みの中の赤色部分が貨幣

石）

▲貨幣石の断面（ イ ラ スト ）

貨幣石(学名： ヌムリ テス ) と は、 約5,000 万年前の暖かい海に生きていた

石灰質の殻を持つ「 底生有孔虫」 と 呼ばれている生き物が化石になったも の

です。 沖縄県西表島の海岸で見ら れる星の形をし た「 星砂」 と 同じ仲間で、

日本では天草諸島のほか、 小笠原諸島や八重山諸島、 沖縄本島などで見つか

っています。

貨幣石は、 生息していた時代が新生代始新世（ 約5,600 万～3,390 万年前）

に限られているため、 産出する地層の年代を知る手がかり と なる示準化石と

なっています。

天草島内では、これまで３ 種類の貨幣石が発見されています。その一つ “ヌ

ムリ テス・ アマク センシス” は、 貨幣石と し て 1925 年に日本で最初に宮野

河内地区で発見されたも のです。 発見さ れた貨幣石は、 日本国内でも 発見さ

れた場所が限られているこ と や、 示準化石と しての利用価値が高いこ と など

から 、 昭和39年３ 月10日に県の天然記念物に指定されました。

ほし ずな

し し んせい

ていせいゆう こ うちゅう

「
ス
マ
ホ
が
こ
ん
な
に
便
利
な
も
の
だ
っ

た
と
は
！
」
、
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
使
え
る
よ
う
に

な
っ
て
、
孫
と
や
り
取
り
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
」
。
そ
う
話
す
の
は
「
天
草
ス
マ
ー

ト
カ
レ
ッ
ジ
」
の
受
講
者
だ
。

天
草
ス
マ
ー
ト
カ
レ
ッ
ジ
は
、
本
渡
北
地

区
で
老
人
会
の
解
散
が
相
次
い
で
い
た
中
、

「
老
人
会
の
存
続
に
は
も
っ
と
魅
力
的
な
活

動
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
考
え
た
学
長
の

吉
永
繁
敏
さ
ん
と
副
学
長
の
金
澤
裕
巖
さ

ん
、
事
務
局
長
の
山
口
誠
治
さ
ん
た
ち
が
、

牛
の
首
老
人
会
で
令
和
２
年
４
月
に
ス
マ
ホ

講
座
を
開
い
た
の
が
始
ま
り
だ
。
そ
の
後
、

天
草
市
全
域
で
本
格
的
に
講
座
を
開
始
。
現

在
は
上
天
草
市
や
益
城
町
の
老
人
会
に
も
広

が
り
、
県
内
10
地
区
で
行
っ
て
い
る
。
受
講

者
は
70
歳
代
か
ら
80
歳
代
が
中
心
で
、
最
高

齢
は
な
ん
と
94
歳
。
こ
れ
ま
で
に
約
１
５
０

０
人
が
受
講
し
た
。

同
カ
レ
ッ
ジ
は
、
本
渡
会
場
で
は
講
師
が

説
明
し
、
他
の
会
場
は
リ
モ
ー
ト
講
座
と
な

っ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
１
グ
ル
ー
プ
６
人

で
学
習
し
、
各
グ
ル
ー
プ
に
１
人
ず
つ
ス
タ

ッ
フ
を
配
置
。
ス
タ
ッ
フ
は
講
座
や
研
修
会

の
元
受
講
者
で
、
今
で
は
教
え
ら
れ
る
ま
で

に
な
っ
た
。

講
座
で
は
、
独
自
の
テ
キ
ス
ト
に
沿
っ
て
、

文
字
の
入
力
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
使
い
方
、
グ

ー
グ
ル
レ
ン
ズ
の
使
い
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
学
ぶ
。
特
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、
災
害

時
の
安
否
確
認
に
役
立
つ
た
め
、
力
を
入
れ

て
教
え
て
い
る
。

最
初
に
講
座
が
始
ま
っ
た
牛
の
首
ス
マ
ー

ト
ク
ラ
ブ
（
老
人
会
）
で
は
、
会
員
で
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ

に
は
区
長
や
民
生
委
員
も
入
り
、
毎
日
安
否

確
認
を
行
っ
た
り
、
サ
ロ
ン
な
ど
の
お
知
ら

せ
を
し
た
り
し
て
い
る
そ
う
だ
。Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
活
用
す
る
こ
と
で
地
域
の
つ
な
が
り
が
密

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
実
際
に
、
他
の
区
で

は
高
齢
者
の
介
護
認
定
率
が
上
昇
し
て
い
る

の
に
対
し
、
牛
の
首
区
は
低
下
し
て
い
る
と

い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
、
令
和
４
年
11
月
に
厚
生
労

働
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。
受
講
者
同
士
で
教

え
合
い
な
が
ら
学
び
、
実
際
に
日
常
生
活
で

活
用
す
る
こ
と
で
認
知
症
予
防
や
生
き
が
い

づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
高
齢
者
に
も
っ
と
ス
マ
ホ
を
活
用
し
て

も
ら
い
、
防
災
や
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
た

い
」
と
話
す
副
学
長
の
金
澤
さ
ん
。
天
草
を

日
本
で
最
も
幸
せ
な
高
齢
社
会
の
モ
デ
ル
に

す
る
た
め
、
先
進
的
な
情
報
化
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

スマホで高齢者もいきいきと

スタ ッ フ を 中心にお互いに

教え合いながら 学ぶ受講者▼

ラ
イ
ン

ひ
ろ
よ
し

せ
い

じ

し
げ

と
し

天
草
ス
マ
ー
ト
カ
レ
ッ
ジ

（
亀
場
町
亀
川
）
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